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５．詳細法による地震動の予測 

 

5-1．予測計算に用いる震源モデルの設定 

 

（１）断層の巨視的パラメータ 

 

３章で選定した５つの断層につ

いて、文部科学省地震調査研究推

進本部「震源断層を特定した地震

の強震動予測手法（レシピ）」に準

拠して、詳細法による地震動検討

に用いる特性化震源モデルを設定

した。その際、各断層による地震

の佐賀県への影響が大きくなるよ

うに断層パラメータを設定した。

特に、佐賀平野北縁断層帯につい

ては、アスペリティの位置や破壊

開始点を変更した複数のケースを

検討し、人口の多い地域に最大の

影響のある地震動を求めることと

した。 

 

図5.1-1 詳細法による検討を行う断層のトレース 

 

断層の上端深さについては、文部科学省地震調査研究推進本部「全国1次地下構造モデル」

による地震基盤上面の深さ分布（図 5.1-2）をもとに、県内への影響が大きくなるように地震

基盤上面に近い深度まで浅く設定した。 

 

表5.1-1 震源として検討する断層の巨視的パラメータ 

断層名 

断層の長さ 
(km) 走向 

（°）
傾斜 
（°）

上端 
深さ 
(km) 

幅 
(km)

ﾏｸﾞﾆ 
ﾁｭｰﾄﾞ
Ｍ 

ﾓｰﾒﾝﾄ 
ﾏｸﾞﾆ 
ﾁｭｰﾄﾞ 
Ｍw 

計算用 
断層モデル 
(km) 

既往 
資料 

検討上
の長さ 長さ 幅 

佐賀平野北縁断層帯 38 38 79 60S ３→２ 17 7.5  6.9  40 18 

日向峠－小笠木峠 
断層帯 

28 28 305 90 ３→１ 15 7.2  6.7  28 16 

城山南断層 19.5 19.5 118.6 90 ３→１ 17 7.0  6.5  20 18 

西葉断層 3.5 18 143 75SW ３→２ 18 6.9  6.5  18 18 

楠久断層 8.6 18 116 90 ３ 18 6.9  6.5  18 18 

（表 5.1-1）
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表5.1-2 佐賀平野北縁断層帯の詳細断層パラメータの比較 

ｱｽﾍﾟ
ﾘ ﾃ ｨ
数 

断層全体 ｱｽﾍﾟﾘﾃｨ全体 最大ｱｽﾍﾟﾘﾃｨ 背景領域 

面積 

(km
2

) 

平均 
すべり 
量 

(m) 

地震 
ﾓｰﾒﾝﾄ 
Ｍ

0
 

(N･m） 

面積 

(km
2

) 

分割
比率

面積 

(km
2

) 

平均 
すべり 
量 

(m) 

地震 
ﾓｰﾒﾝﾄ 
Ｍ 
（N･m） 

面積 

(km
2

) 

平均 
すべり 
量 

(m) 

地震 
ﾓｰﾒﾝﾄ 
Ｍ

0
 

（N･m） 

２ 

720 1.3 
2.85 

×10
19

 

170 

(23.6%)

2:1 114.7 2.9 
1.03 

×10
19

 

548 0.9 
1.46 

×10
19

 

３ 3:1:1 103.2 3.1 
1.01 

×10
19

 

 

（３）その他の断層の特性化震源モデル 

佐賀県への影響が大きくなるように、県域に近い位置ないし県内にアスペリティを配置して設定した 

（図5.1-4）。 

・日向峠－小笠木峠断層帯 

アスペリティは１つとし、鳥栖市、基山町などへの影響が大きくなるように、断層の南東部に設定

した。 

・城山南断層 

アスペリティは１つとし、唐津市付近への影響が大きくなるように断層の北西部に設定した。 

・楠久断層 

簡便法による検討をふまえ、断層の長さは18 kmに設定した。アスペリティの数は１つとし、伊万

里市付近への影響が大きくなるように、断層の南東部に設定した。 

・西葉断層 

簡便法による検討をふまえ、断層の長さは18 kmに設定した。アスペリティの数は１つとし、佐賀

県内への影響が大きくなるように、断層の中央付近に設定した。 

 

表5.1-3 その他の断層の詳細断層パラメータ 

断層名 断層全体 ｱｽﾍﾟﾘﾃｨ 背景領域 

日向峠-小笠木峠 
断層帯 

Ｍ7.2 
Ｍw6.7 

L=28(32) 
上端=1 
W=16 

S=512 
D=1.0 
Ｍ0=1.57 

Δσ=3.3 
A=1.33 

S=109.4 
D=2.0 
σ2=15.5 
Ｍ0=0.683 

S=402.6 
D=0.7 
σ2=3.5 
Ｍ0=0.891 

城山南断層 

Ｍ7.0 
Ｍw6.5 

L=19.5(20)
上端=1 
W=18 

S=360 
D=0.7 
Ｍ0=0.777

Δσ=2.8 
A=1.05 

S=60.8 
D=1.4 
σ2=16.4 
Ｍ0=0.266 

S=299.2 
D=0.5 
σ2=2.5 
Ｍ0=0.511 

楠久断層 

Ｍ6.9 
Ｍw6.5 

L=18(20) 
上端=3 
W=18 

S=360 
D=0.6 
Ｍ0=0.665

Δσ=2.4 
A=0.997 

S=50.3 
D=1.2 
σ2=17 
Ｍ0=0.188 

S=309.7 
D=0.5 
σ2=2.8 
Ｍ0=0.477 

西葉断層 

Ｍ6.9 
Ｍw6.5 

L=18(20) 
上端=2 
W=18 

S=360 
D=0.6 
Ｍ0=0.665

Δσ=2.4 
A=0.997 

S=50.3 
D=1.2 
σ2=17 
Ｍ0=0.188 

S=309.7 
D=0.5 
σ2=2.8 
Ｍ0=0.477 

      Ｍ：ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ,Ｍw:ﾓｰﾒﾝﾄﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ,Ｌ：長さ(km),上端(km),Ｗ：幅(km) 
Ｓ：面積(km

2

)，Ｄ：平均すべり量（m）,Δσ：静的応力降下量(MPa), 

短周期レベルA：(×10
19

N･m）,Ｍ0：地震ﾓｰﾒﾝﾄ(×10
19

N･m2）, σ2：実効応力(MPa) 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5-2．地震動
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5-3．佐賀平野北縁断層帯についての地震動計算結果 

 

（１）工学的基盤における地震動 

アスペリティ設定を変更したケースごとに算出した工学的基盤における地震動（図 5.3-1）では、アスペ

リティ３ヶ所の場合のほうが、アスペリティ２ヶ所ないし１ヶ所の場合より、震度の大きいメッシュ（震度

６強以上）が多い。また、アスペリティ２ヶ所の場合には、ケース１（西側アスペリティ）のほうが、ケー

ス２（東側アスペリティ）より震度の大きいメッシュが多く、アスペリティ３ヶ所の場合には、ケース３（西

側アスペリティ）とケース４（中央アスペリティ）では、個々のメッシュにおける震度には大きな相違はみ

られない。 

この結果をふまえ、浅部地盤モデルを用いた応答計算は、最も地震動が小さいケース６を除く５つのケー

スについて実施とした。 

 

（２）地表における地震動 

工学的基盤における地震動が最も小さいケース６を除く５つのケースについて地表における地震動を算

出した（図 5.3-2(1)～図 5.3-2(5)）。また、地表地震動の大きさ別のメッシュ数をケース間で比較した(図

5.3-3)。 

 各ケースとも、断層近傍では、地表での計測震度は震度７、速度は120kine以上、加速度は1,500gal

以上と予測されている。 

 計測震度、加速度ともに、アスペリティ３ヶ所の場合のほうが、揺れの大きい地域の面積が県全体の

面積に対して占める割合が大きい。震度７となる面積は、アスペリティ２ヶ所の場合には、県全体の

３％程度であるが、アスペリティ３ヶ所の場合には、６％程度となる。震度６強以上の面積は、アス

ペリティ２ヶ所の場合には１８％程度、アスペリティ３ヶ所の場合には２２％程度である(図5.3-3)。 

 アスペリティの位置による揺れの大きい地域を比較すると、アスペリティ２ヶ所のケース１ないしケ

ース２では、それぞれ強い揺れの地域が断層の西部ないし東部に集中し、佐賀市付近での揺れが小さ

い。 

 アスペリティ３ヶ所のケース３，４では、佐賀市を含む断層周辺全体で揺れが大きいが、ケース５で

は、ケース３，４より揺れが大きい地域が狭く、佐賀市付近での揺れが小さい。  

 

地盤状況の異なる代表的な地点の理論計算波形を比較すると、平野部に位置する佐賀市役所地点などでは、

東西方向の波形の振幅ないし周波数１Hz以上の帯域でのスペクトルは、工学的基盤に比べて地表のほうが小

さい(図 5.3-4)。これは、Ｎ値のごく小さい粘性土が表層部に厚く分布するために、地盤の非線形応答によ

り地震動の減衰が生じていることによるものと考えられる。平野部以外の地点においては、このような軟質

な粘性土が存在しないため、地盤の非線形応答による地震動の減衰は生じていない。 

 

 



5
-8 

断層面 

ｱｽﾍﾟﾘﾃｨ

図 5.3-1

 

 

 佐賀平野北縁断

ケース１ 

ケース４ 

断層帯におけるア

 

アスペリティ設定を

ケ

ケ

 

 

を変更した工学的

ケース２ 

ケース５ 

的基盤の計測震度分分布の比較 

ケー

ケース６【

ース３ 

【参考】 

 

 



 

5
-9 
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図 5.3-2(1) 佐賀平野北縁断層帯における地表の地震動(1：ケース１～アスペリティ 2ヶ所；西側大) ※以下、断層面とｱｽﾍﾟﾘﾃｨの表現は同様。 

 計測震度                  最大速度                   最大加速度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.3-2(2) 佐賀平野北縁断層帯における地表の地震動(2：ケース２～アスペリティ 2ヶ所；東側大) 
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図 5.3-2(3) 佐賀平野北縁断層帯における地表の地震動(3：ケース３～アスペリティ３ヶ所；西側大) 
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図 5.3-2(4) 佐賀平野北縁断層帯における地表の地震動(4：ケース４～アスペリティ３ヶ所；中央大) 
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図 5.3-2(5) 佐賀平野北縁断層帯における地表の地震動(5：ケース５～アスペリティ３ヶ所；東側大) 
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図 5.3-3 佐賀平野北縁断層帯：地表地震動のメッシュ数の比較（計測震度） 
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図 5.3-4 地表の計算波形・FS（上）と基盤の入射波形・FS（下）の比較 

：佐賀市役所 
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5-4．その他の断層についての地震動計算結果 

 

４つの震源断層モデルについて地表における地震動を算出した（図5.4-1～図5.4-4）。また、断層ごとの

地表地震動の大きさ別のメッシュ数を比較した(図5.4-5)。各断層による地震で予測される地震動の分布は、

次のようにまとめられる。 

 

 工学的基盤の計測震度と比較すると、断層近傍を中心に、全体的に地表地震動は増幅されており、地

盤の非線形応答による目立った低減はみられない。  

 断層近傍では、一部に震度７となる地域もみられるが、日向峠-小笠木峠断層帯以外では、その範囲は

局所的である。 

 日向峠-小笠木峠断層帯では、鳥栖市、みやき町の一部で震度７、速度120kine以上となる。震度６強

となる範囲は、この２つに吉野ヶ里町、基山町を加えた地域まで広がる（県全体の面積の6.6％）。 

 城山南断層では、唐津市の一部で震度７、速度120kine以上となる。震度６強以上となる地域は、唐

津市内に限定される（県全体の面積の2.2％）。 

 楠久断層では、震度７となる地域はみられない。震度６強以上となる地域は、伊万里市、有田町の一

部に限定される。速度も全域で80kine以下である（県全体の面積の0.7％）。 

 西葉断層では、鹿島市、太良町の一部で震度７、速度120kine以上となるが範囲はごく狭い。震度６

強となる範囲は、嬉野市まで広がる（県全体の面積の4.0％）。 
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図 5.4-1 日向峠‐小笠木峠断層帯における地表の地震動  ※以下、断層面とｱｽﾍﾟﾘﾃｨの表現は同様。 
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図5.4-2 城山南断層における地表の地震動  
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図5.4-3 楠久断層における地表の地震動 
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図5.4-4 西葉断層における地表の地震動 
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図 5.4-5 佐賀平野北縁断層帯以外の断層による地震 

：地表地震動のメッシュ数の比較（計測震度）  
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5-5．地震動予測結果のまとめ 

 

佐賀平野北縁断層帯については、佐賀県への影響が最も大きい断層であるので、ア

スペリティの位置、大きさを変更した５つのケースについて地表の地震動を予測して

比較した。また、これ以外の断層についても、佐賀県への影響が大きくなるようにア

スペリティの位置を設定して地震動を予測した。 

今回の結果を総合すると、佐賀県内での各断層の影響範囲は、図 5.5-1 のようにな

る。佐賀平野北縁断層帯の影響範囲が最も広く、他の断層の影響は局所的であるが、 

県全体について地震の影響を検討するには、５つの断層について検討する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.5-1 各断層による地震で予測される地表計測震度の最大値による地域区分 

 

以上の結果をふまえ、来年度の被害想定作業においては、次のように対象となる地

震を想定することとする。 

佐賀平野北縁断層帯：佐賀市を含む断層周辺全体で揺れが大きく予想され、予測に 

偏りのないケース３ないし４の結果を用いる。 

他の４つの断層  ：それぞれ今回の地震動予測結果を用いる。 
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